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尻’ 花泉遺跡で見つかった大型動物の

牙や角の複製（県立博物館で）
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４
万
年
前
か
ら
始
ま
る
後
期
旧

石器時代は、現代人と同じ「新

人
」
が
日
本
列
島
で
暮
ら
し
始
め

た
時
代
だ
。
東
北
地
方
で
は
、
ナ

ウ
マ
ン
ゾ
ウ
な
ど
大
型
動
物
の
牙

や
骨
が
大
量
に
見
つ
か
っ
た
一
関

市
の
花
泉
（
金
森
）
遺
跡
、
２
万

年
前
の
氷
河
期
の
森
が
地
中
か
ら

そ
の
ま
ま
出
土
し
た
仙
台
市
の
富

沢
遺
跡
な
ど
、
研
究
史
に
残
る
著

名
な
遺
跡
が
多
い
。
近
年
も
旧
石

器
人
の
活
発
な
活
動
を
裏
付
け
る

発見が続いている。

■
小
型
動
物
も
狩
猟
対
象

石器で作った機を手にナウ

マ
ン
ゾ
ウ
や
オ
オ
ツ
ノ
ジ
カ
な
ど

を
追
い
回
す
１
．
旧
石
器
人
の

狩
猟
の
一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
だ
ろ

出
土
品
が
語
る
海
峡
往
来

幻

う
。
だ
が
、
青
森
県
下
北
半
島
の

蛎繩鮒師峨鯏剛艫Ⅶ碓洲録》

に
ウ
サ
ギ
の
歯
が
大
量
に
見
つ
か

り注目を集めた。

「ウサギは夜行性で、昼間

に
捕
ま
え
る
動
物
で
は
な
い
。
巣

穴からおびき出す『威嚇猟』

や
、
わ
な
を
仕
掛
け
て
捕
ら
え
た

可
能
性
が
あ
る
」
・
調
査
を
担
当

す
る
慶
応
大
の
佐
藤
孝
雄
教
授
に

よ
る
と
、
大
型
の
獣
だ
け
で
な
く

小
型
の
動
物
も
狙
っ
た
旧
石
器
人

の
狩
り
の
多
様
性
が
証
明
さ
れ
た

という。
歯
の
科
学
的
分
析
か
ら
、
こ
の

ウ
サ
ギ
が
生
息
し
て
い
た
時
代
は

２
万
毎
副
。
当
時
は
平
均
気
温
がＪ

Ｒ
雫
石
駅
１
階
の
雫
石
町
観
光

物産センターで、県内の工房が、Ⅲン

※１尻労安部洞窟調査団撮影
※２大石田町立歴史民俗盗料館所蔵

同じ型の石器や動物の痕跡
現
在
よ
り
７
５
８
度
低
く
、
富
沢

遺
跡
で
見
つ
か
っ
た
森
林
も
寒
冷

地に見られる針葉樹だった。

よ
り
北
に
あ
る
下
北
半
島
は
厳
し

い
寒
さ
だ
っ
た
と
み
ら
れ
、
ウ
サ

ギ
は
毛
皮
を
確
保
す
る
た
め
に
重

宝された可能性がある。

種
類
は
、
寒
冷
地
に
い
る
ユ
キ

ウ
サ
ギ
で
は
な
く
ノ
ウ
サ
ギ
。
当

時
、
北
海
道
と
青
森
県
の
間
の
津

軽
海
峡
は
幅
が
狭
く
、
冬
季
だ
け

陸
続
き
に
な
る
「
氷
の
橋
」
が
出

来
た
と
い
う
説
が
あ
る
。
大
型
動

物
は
本
州
に
渡
っ
た
が
、
小
型
の

ユ
キ
ウ
サ
ギ
は
途
中
で
凍
死
す
る

な
ど
し
て
渡
れ
な
か
っ
た
と
み
ら

れ
る
。
氷
の
橋
の
存
在
を
裏
付
け

る成果にもなった。

■
人
も
海
峡
を
行
き
来
？

旧
石
器
人
も
津
軽
海
峡
を
渡
っ

たのだろうか。

海溌藷潔獺舗斑

の
石
器
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
氷

の
橋
を
通
じ
た
人
の
往
来
も
う
か

が
え
る
。
佐
藤
教
授
は
「
洞
窟
は

石
灰
岩
地
帯
に
あ
る
た
め
骨
が
残ている。邪日まで。

し
ず
く
い
し
観
光
協
会
の
主
催

ｂ

ｒ

ｂ

ｈ

Ｄ
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Ｂ

け

■

伊

哩

Ｏ

ｒ
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Ｄ

り
や
す
い
。
動
物
の
痕
跡
と
石
器

に
加
え
て
人
の
骨
も
見
つ
か
れ

ば
、
旧
石
器
人
の
生
活
が
詳
し
く

鮒婚」と今後の調査に期待

北海道と東北の旧石器人の

移動は、旧石器時代終末期の

醗漉雲撰紺轤欣

た約１万７０００年前の黒曜

石製石器の成分を分析したと

ころ、北海道遠軽町の白滝産

と判明した。

白
滝
か
ら
角
二
山
ま
で
直
線
距

離
で
約
６
０
０
嵌
。
２
０
１
５
年

に
論
文
を
発
表
し
た
東
北
大
の
鹿

又
喜
隆
准
教
授
は
コ
時
的
に
凍

結した海面の橋を渡ったか、

渡
航
技
術
が
あ
っ
た
の
か
は
不
明

だ
が
、
北
海
道
か
ら
東
北
ま
で
海

を
越
え
る
移
動
能
力
を
持
つ
集
団

がいた」と話す。

約１万６０００年前には青

森
県
で
最
古
級
の
土
器
が
出
現

し、東北は徐々
に縄文時代へ

の
移
行
を
始
め
た
。
「
津
軽
海
峡

文化圏」とも言われる共通の

文
化
を
形
成
し
た
縄
文
時
代
に
比

べ、旧石器人の海峡移動を証

噂認鍛識羅溌蠅

た。
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角
二
山
遺
跡
（
大
石
田
町
） 黒曜石の

富沢遺跡
（仙台市）


